
大  会  規  程 

第１条（試合時間） 

１ １時間２０分を過ぎて新しい回へ入らない。（決勝戦には適用しない） 

また、勝っている後攻チームが攻撃中に１時間２０分を過ぎた場合はその時点で試合

を打ち切る。 

２ 同点の場合はタイブレーク方式により実施することを原則とする。 

   但し、試合進行上の都合でタイブレーク行わず抽選を行うこともある。 

［実施要領］ 

   (1) 最終回のメンバーで実施し選手の交替は認めない。ただし、守備位置の変更は認

める。 

(2) 先攻側より１番打者を３塁、２番打者を２塁、即ち１死２・３塁の状態で行う。 

     なお、同点の場合は継続打順にて繰り返す。 

（継続打順：たとえば前回が６番打者で終了していれば、５番打者が３塁走者、

６番打者が２塁走者、打者は７番打者からとなる。） 

第２条（コールドゲーム） 

１  ３回以降１０点、４回以降７点の得点差が生じた場合。ただし、原則として決勝戦は

このルールを適用しない。 

２ 降雨・日没などで試合の続行が不可能な場合は４回終了時点で成立とする。 

   なお、４回表終了時点で後攻側がリードしている場合は成立とする。 

第３条（集合時間及び没収試合） 

集合は試合開始時間の４０分前までとし、試合開始時間までに準備が整わない場合は棄

権としてみなす。 

試合開始時間は双方の同意を得て早めることができる。 

第４条（特別ルール） 

正規の球場以外の場合、審判又は相当役員の判断でホームランゾーン、ツーベースゾー

ンなどの他にアウトラインを設けることができる。 

アウトラインは、たとえば内野手の１塁送球がそれて危険な場所に入った場合などを考

慮して設けるが、その場合の走者の進塁について次のように定める。 

（例）① 内野ゴロが１塁へ悪送球となり、アウトラインに入った。 

      ⇒打者走者は２塁まで進塁。 

    ② 走者２・３塁で上記悪送球の場合 

      ⇒２・３塁走者は本塁へ、打者走者は２塁へ。 

    ③ 走者満塁で上記悪送球の場合 

      ⇒２・３塁走者は本塁へ、１塁走者は３塁へ、打者走者は２塁へ。 

（注）即ち、野手の悪送球がアウトラインを超えた場合は、正規の球場で送球がベンチに

入ったと同様に扱い走者（打者走者を含む。）には２個の塁が与えられます。 

また、投手の牽制がアウトラインを超えた場合、プレートをはずしての送球であれ

ば２個、プレートをはずさない送球の場合は１個の進塁が許される。 



第５条（使用球） 

 使用球は各チーム２個ずつ提出する。 

使用球の種類（メーカー）は大会ごとに連盟より提示をする。 

第６条（スパイク・ヘルメットの使用） 

 金具付スパイクは禁止する。また、打者及び走者はヘルメットを着用。 

捕手はマスク・プロテクター・レガース・キャッチャーズヘルメットを着用しなければ

ならない。 

第７条（シートノック） 

各チーム５分以内とし、後攻チームより開始する。ただし、シートノックなしで試合を

開始することもある。 

第８条（投手練習） 

１ １回及び交替のときは７球、その他は３球とする。 

２ 投球練習の際、控えの選手が捕球する場合は危険防止のためマスクを着用すること。 

第９条（グランド整備） 

  試合終了後、勝者チームは速やかにグランドの整備を行うこと。 

第１０条（天候等の問い合わせ） 

雨などにより試合が危ぶまれる場合、午前の試合は午前７時、午後の試合は午前１１時

までに決定するので担当ブロック長に問い合わせること。 

第１１条（試合日程及び時間） 

別紙「試合日程の調整方法について」に記載   

第１２条（チーム編成） 

  １ 女子選手（小学生）は１学年下位のチームに登録することができる。 

  ２ 打順表に記載された選手が９名以上（９人を含む）であれば試合を開始することが

できる。 

    但し、９名で開始したが試合中にけが等で欠場者が出た場合などは、フォーフィテ

ィドゲーム（没収試合）となり６：０で相手チームの勝ちとなる。 

第１３条（球数制限について） 

   投手が打者に対して１日で投げられる投球数は７０球以下とする。 

   但し、７０球を越えた場合でも、その打者への投球が完了するまでは許される。 

第１４条（２０２２年度から適用する規則） 

   １ 試合は従来の７イニングを廃止し６イニング制とする。 

   ２ ホームベースは学童用を廃止し一般用（43.2cm）を使用する。  

第１５条（タイム） 

   １ プレーヤーの交代を除き、監督がタイムを要求できるのは、攻撃時に 2 回・守備

時に 2回までとする。但し、タイブレークを除く。 

   ２ プレーヤーがタイムを要求できるのは、攻撃時に 2回・守備時に 2 回までとする。 

     野手がマウンド付近に集まるような場合は、タイムを取らなければならない。 

     但し、タイブレークを除く。 

      



第１５条（その他） 

当規程の定めなき事項については、（財）全日本軟式野球連盟の発行する「野球規則」 

及び「競技者必携」に準ずる。 
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